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【目的】
本研究では新たに日本語 LTASS（Long Term Average Speech Spectrum）と BIF（Band Importance Fac-

tor）を求め直し、補聴器装用下の最高語音明瞭度と SII（Speech Intelligibility Index）、CDAとの関係を
明らかにすることで補聴状態の評価法として CDAを利用することの有効性を検証することを目的とす
る。

【方法】
防音室にて女性 10名（平均 20．9歳）の 1mの位置にマイクを設置し、自由会話を録音し無音区間を削
除後、1/3oct.ごとの平均音圧を求め、LTASSを求めた。次に聴力正常の成人 20名にヘッドホンから 1/3
oct。間隔ごとにずらした 1oct。帯域幅の語音を呈示し 1/3oct。間隔ごとの BIFを求めた（表 1）。これら
により CDAを描いた（図 1）。補聴器装用者 8人（平均聴力 : 右 61．3dBHL、左 65．8dBHL）の補聴器装
用閾値と装用時の最高語音明瞭度を求め、装用閾値から SII（今回は閾値と SN比を加味していないため
計算手法は AI : Articulation Indexと同等である）と CDAドット数を求めた。

【結果】
今回の LTASSは ISTS、白石、Hanの LTASSと比べ 2kHz以上の周波数帯で最も強い音圧であった。
従来の研究では台本の朗読を録音しているが、本研究では自由会話場面の録音を行ったこと、防音室内で
の発声は周囲の吸音壁で自声が減衰されるため、自声フィードバックが不足し、無意識に発声が強くなっ
てしまった可能性があると考えられる。BIFについては、英語と比較すると、低周波数帯域の BIFの合
計値が約 32％と高い値になった。英語より母音の出現頻度が高い日本語では、低周波数帯域の BIFが高
くなったと思われる。補聴器装用時の左右別の最高語音明瞭度と、裸耳平均聴力、SII、CDAドット数の
スピアマンの順位相関係数の結果、平均聴力（四分法）は 0．813（p＜．01）、SIIとは 0．865（p＜．001）、
CDAドット数とは 0．879（p＜．001）と、CDAドット数は最も相関が高かった（図 2）。計算が簡便な CDA
を用いた補聴器装用状態の評価法でも臨床的に合理的な範囲で補聴状態の評価が可能と考えた。
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